
評価

評価

－

－ 国庫 その他 県債 一般財源

評価

○歩道が整備され学校に通う子どもが安心して通れるようになった。（保護者）

○自転車と歩行者が接触する場面や対向車線へはみ出して追い抜くことが無くなり、安心安全が確保された。

　（沿線利用者）

○歩行者と車両が分離されたことにより、相互安心して通行できるようになった（周辺住民）

○現在のところ改善措置の必要性はない。

評価

【歩行者数】H17:16人→H27:42人

平成17年の道路交通センサスと比較して平成27年交通センサスでは、歩行者数が増加 A

【自動車交通量】H17:3,358台→H27:4,902台

平成17年の道路交通センサスと比較して平成27年交通センサスでは、交通量が増加

【事故件数】Ｈ19～H20年度:2件→R元～R3:0件

歩行者数及び交通量が増加したが、交通事故は発生していない

　【交通量】　道路交通センサス

自動車 うち大型車 歩行者

H17 3,358 276 16

Ｈ27 4,902 250 42

H27/H17 146% 91% 262%

○通学路の安全性の向上（駒ヶ根市東中学校、赤穂東小学校）

○歩行者と車両通行の分離が整うことにより、道路自体の安全性が向上し、交通量が増加、地域交通網

　の強化に繋がっている。

（様式３－２）事後評価シート 建設部 道路管理課

番号 8 事業名 交通安全施設等整備 市町村名 駒ヶ根市 路河川名 （主）駒ヶ根長谷線 箇所名（ふりがな） 下平(しもだいら)

事業計画時の
課題・背景
及び事業経緯

　②事業実施に伴う
　　自然環境・
　　生活環境等
　　の変化

事業実施に伴う自然環境・生活環境等の変化（Ａ：環境がよくなった　Ｂ：大きな影響なし　Ｃ：影響が大きい）

A

事業目的

　③施設の
　　維持管理状況

施設の維持管理状況（Ａ：地域の人たちの参加あり　Ｂ：適切　Ｃ：やや不十分　Ｄ：不適切）

・当該路線は、市街地と中沢区を東西に結ぶ主要な幹線道路で、物流を支えるとともに生活道路として利用されていた。
・事業計画時、駒ヶ根市では中学校の規模格差を緩和するため、「第3次総合計画後期基本計画（H21.6）」に「新中学校建設に
よる教育環境改善」が位置付けられ、建設までの間の通学区一部変更(H21より随時)を実施し、市道の環境整備を進めてい
た。また、県道に対しても道路改良促進委員会(H21.3)が組織され要望活動が実施されていた。
・当該路線は、一部縦断勾配が8.5%ときつく車道幅員及び、既設歩道幅員（W=1.0m）が狭いうえに歩道未整備区間もあり、自
転車通学が可能となった中学生など道路利用者が増加する中で、通行車両と自転車の接触事故防止及び、歩行者の安全確
保ため平成23年度から交付金事業として用地買収を開始、平成25年度には工事に着手した。
・当初起点側の橋梁拡幅については、本事業区間外であったが地元からの強い要望もあり施工区間20m事業区間を3年延長
し、平成30年度予算を繰越し、令和元年度に完成、供用を開始した。

・駒ヶ根市の「新中学校建設による教育環境改善」計画による当該路線の自転車通学の学生増加が見込まれる中で、安全な
通学路と円滑な交通を確保するため事業を実施した。

○週１回以上道路パトロールを実施しており、落下物等の除去の実施、また異常があった際には修繕する体制できて
いる。
〇年１回、建設業協会等が主体となり、地域の業者による沿道美化活動が実施されている。
〇年１回、交通安全施設環境施設協会が主体となり、地域の業者による道路標識や反射鏡の清掃ボランティアが実
施されている。

○駒ヶ根市の中学校合併に伴い学生の徒歩・自転車通学者が増加する中、歩道整備を実施し、通学路の安全性が大
幅に改善した。

A

事
業
概
要

当初工期 H23～H27 費用対効果（当初時） 事業費（千円） 財源内訳（千円）

最終工期 H23～H30 費用対効果（評価時）
上段：当初／下段：最終
（　　）は国補事業分で内数

当初計画内容
（主な工種）

歩道整備　L=600ｍ　W=2.5ｍ 500,000 275,000 202,000 23,000

　④地域住民等
　　の評価

地域住民等の評価（Ａ：評価が高い　Ｂ：中程度の評価　Ｃ：評価が低い）

A
297,000 33,946

事業期間の
延長、短縮
理由と分析

事業費（予算）の
増加、縮減
理由と分析

改善措置の必要性

最終事業実績
（主な工種）

歩道整備　L=620ｍ　W=2.5ｍ 735,435 404,489

・当初起点側の橋梁拡幅については、添架物件の移設、施工期間中の交通規制・仮設道路の建設に伴う借地提供が困難だっ
たことから、事業区間外であった。
・当初計画のまま事業完が了後しても、対象橋梁が狭窄部となり歩行者の安全が確保できないことから、地元からの強い橋梁
部の改良要望とともに地区内で用地提供について調整があったことから、再度関係機関と調整し、本業務の事業区間に追加し
た。
・橋梁部分の詳細設計、施工中の仮設道路検討及びその借地交渉等のため事業期間を3年延長した。

・追加した橋梁部分の施工、及び補償、借地等による増額。

①
事
業
効
果
の
発
現
状
況

事業効果の発現状況（Ａ：目的を超えた達成　Ｂ：達成した　Ｃ：概ね達成）

　今後の取り組み
　及び同種事業
　への活用と課題

直接的効果
（定量的・定性的）

間接的効果
（定量的・定性的）
※事業の主たる
　　目的以外で
　　地域社会への
　　貢献状況

〇施工時における歩行者の安全のため、歩行者導線計画や誘導員の増員配置等の工夫を行った。

○本箇所においては、う回路のための用地協力や騒音対応等に苦慮したことから、交差点改良や橋梁架設などの全面通行止め
が困難な工事においては、当該箇所の工事内容だけでなく、う回路設置などを含めた事前説明をあらかじめ行う必要がある。

各項目　①（Ａ：70点　Ｂ：55点　Ｃ：40点）　　②（Ａ：10点　Ｂ：５点　Ｃ：０点）　③（Ａ：10点　Ｂ：５点　Ｃ・Ｄ：０点）　④（Ａ：10点　Ｂ：５点　Ｃ：０点）　　自己評価　Ａ：75点以上　Ｂ：74点～50点　Ｃ：49点以下

県の
評価案

評価監視
委員会意見

総合評価 A

妥当

建設部公共事業
評価委員会の意見

長野県公共事業
評価委員会の意見

妥当

A評価の決定

歩道整備により、小中学生等歩行者の安全が確保され、また、公民館等へも安全に行くことができるよ
うになった。歩行者と自動車の交通量がいずれも増加したが、交通事故は発生しておらず、地域住民の
評価も高いことから、事業の目標を達成しており、総合評価Aが妥当と判断する。

建設部公共事業評価委員会の意見を妥当と判断する。



建設部

箇所名（ふりがな） 下平(しもだいら)

（様式３－３）事後評価説明シート 道路管理課

番号 8 事業名 交通安全施設等整備 市町村名 駒ヶ根市 路河川名 （主）駒ヶ根長谷線
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既設水路取壊し
影響範囲
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表層：再生細粒度アスファルト混合物(13)

路盤：再生クラッシャーラン RC-40

凍上抑制層：再生クラッシャーラン RC-40

表層：再生密粒度アスファルト混合物(20F)

上層路盤：粒度調整砕石 M-40

下層路盤：再生クラッシャーラン RC-40

t= 5cm

t=15cm

t=35cm

Σt=55cm

t= 3cm

t=10cm

t=15cm

Σt=28cm

用
地
境
界

表層：再生密粒度アスファルト混合物(20F)

不陸整正：粒度調整砕石 M-25

t= 5cm

補足材厚 (t=5cm)

(Σt=10cm)

歩道舗装 本線舗装(1)

1:0.3

本線舗装(2)

500 3000 3000 750

72502500

FH

(300)
自由勾配側溝

歩車道境界ブロック

2号重力式擁壁

標準横断図

事業箇所

①整備後

②整備後


